
4校の事例をピックアップ！

現
在
１
２
０
校
以
上
と
留
学

協
定
を
結
ん
で
い
る
埼
玉

大
学
。
留
学
と
国
内
外
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

経
験
を
通
じ
て
、
地
球
共
通
の

課
題
解
決
の
た
め
に
行
動
で
き

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
」
を
育

成
す
べ
く
、
全
学
部
生
を
対
象

に
展
開
し
て
い
る
の
が
「
G
Ｙ

（
G
l
o
b
a
l 

Y
o
u
t
h
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
ベ
ー
ス
に
格
差
や
環
境
問

題
な
ど
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て

学
び
、
議
論
す
る
事
前
講
義
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
担
当
教
員
の
山

田
真
弓
先
生
は
こ
う
語
る
。

「
海
外
に
行
け
ば
、
あ
ら
ゆ
る
国

の
人
と
政
治
や
文
化
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も

身
近
で
あ
る
は
ず
の
地
球
共
通
の

目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、
学

び
、
考
え
を
深
め
、
議
論
に
よ
っ

変化し続ける社会の中で、一人ひとりに合った活躍の場を見つけ
るための大学の取り組みを紹介します。

文＝綱川晶子（埼玉大学、筑波大学）、岸並徹（金沢工業大学）、船木麻里（東京工芸大学）　写真＝和仁貢介（写真映像部文＝綱川晶子（埼玉大学、筑波大学）、岸並徹（金沢工業大学）、船木麻里（東京工芸大学）　写真＝和仁貢介（写真映像部

／埼玉大学）、東川哲也（写真映像部／金沢工業大学）、学校提供（埼玉大学、金沢工業大学、東京工芸大学）／埼玉大学）、東川哲也（写真映像部／金沢工業大学）、学校提供（埼玉大学、金沢工業大学、東京工芸大学）

今、注目の
キャリア教育・支援

て
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
の
で

す
」

　
所
属
す
る
学
部
の
専
門
性
の
あ

る
学
び
に
加
え
、
語
学
力
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
G
Ｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自

の
科
目
を
選
択
し
、
分
野
横
断
的

な
幅
広
い
国
際
的
知
見
の
習
得
を

目
指
す
。
そ
の
う
え
で
、
主
に
２

年
次
の
後
期
か
ら
２
学
期
間（
１

年
程
度
）に
わ
た
っ
て
留
学
。
そ

の
後
、
国
際
協
力
に
か
か
わ
る
団

体
や
企
業
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
留
学
で
身

に
つ
け
た
英
語
の
表
現
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
生
か

せ
る
環
境
に
身
を
置
く
の
だ
。

課
題
解
決
の
現
場
で	

留
学
で
の
学
び
を
活
か
す

　
大
学
の
国
際
担
当
で
あ
り
副
学

長
の
市
橋
秀
夫
さ
ん
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
留

学
時
に
求
め
ら
れ
て
い
た
英
語
力

だ
け
で
な
く
、
自
発
的
に
考
え
、

行
動
す
る
力
が
生
き
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は
主
に
開
発
途

上
国
。
現
地
の
環
境
に
も
ま
れ
、

社
会
課
題
に
必
死
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
を

考
え
、
実
行
す
る
力
が
つ
く
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
埼
玉
県
下

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
団
体
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

「“
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
”
は
、
海

外
に
だ
け
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
外
国
人
と
の
共
生
や
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
貧
困
な
ど
、
当
然
で

す
が
埼
玉
に
も
世
界
共
通
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
暮
ら
し
て

い
て
も
、
ど
こ
で
働
い
て
い
て
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
は
必
要
な
の

で
す
」（
市
橋
さ
ん
）

自
分
が
目
指
す	

キ
ャ
リ
ア
が
明
確

　
修
了
生
の
就
職
先
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
経
験
を

買
わ
れ
、
採
用
後
す
ぐ
に
海
外
に

赴
く
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

「
単
に
海
外
で
学
ん
だ
だ
け
で
は

な
く
、
課
題
解
決
の
現
場
を
知
っ

て
い
る
こ
と
、
自
分
の
体
験
を
言

語
化
で
き
る
こ
と
が
強
み
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。
な
り
た
い
自
分
、

目
指
す
キ
ャ
リ
ア
が
明
確
な
た
め
、

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
ス
ム
ー

ズ
な
よ
う
で
す
」（
市
橋
さ
ん
）

　
Ｇ
Ｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
交
換
留
学

制
度
に
よ
り
、
休
学
・
留
年
せ
ず

に
留
学
し
た
い
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
。
さ
ら
に
最
近
は
円
安

の
影
響
で
、
留
学
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
躊
躇
す
る
学

生
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。
期
間

を
短
縮
す
る
、
保
護
者
向
け
の
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
学

生
と
そ
の
家
族
の
意
向
や
事
情
に

寄
り
添
う
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
裾
野
を
広
げ
た
い
と
い
う
。

埼玉埼玉
大学大学

G
Y
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
球
共
通
の
課
題
と
向
き
合
い

社
会
に
貢
献
で
き
る「
グ
ロ
ー
バ
ル

市
民
」へ

佐藤さん：もともと、環境保全について興味があり、アメリカ留学後のイ
ンターンシップでは、インドでエコツーリズムの可能性を探る研修に参
加しました。２つの異なる環境で学べたことは大変有益な経験です。
鈴木さん：人道支援の最前線を体験したく、ベトナムで生活困窮者に食
糧支援をするインターンシップに参加しました。生命維持に不可欠な食
や水の課題を肌で感じ、自分のキャリアを考えるきっかけになりました。
前田さん：GYプログラムの学びで見えたのは、日本の現状と課題です。
人口が減少しても持続できる町づくりを目標に、ビジネスで地方創生に
取り組みたいと考え、地方の中小企業を支援する保険会社に内定をいた
だきました。

教養学部4年

佐藤 稜太さん（左）

教養学部4年

鈴木 南結さん（中央）

教養学部4年

前田 紗希さん（右）

安
定
し
た
就
職
率
を
誇
り
、

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま

る
金
沢
工
業
大
学
。
同
大
学
で

は
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
高

度
に
連
携
し
た
就
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
コ
ー
オ
プ
教
育
」
を
２
０
２
０

年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の

根
幹
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
自

ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
を
育
成

す
る
」
と
い
う
教
育
目
標
だ
。

「
優
れ
た
技
術
者
に
な
る
た
め
に

GYプログラム
担当教員

山田 真弓

副学長（国際・
グローバル教育担当）

市橋 秀夫

埼玉大学の協定校である海外大学へ留学に行く学生に向けたGYプログラム生専用の授業の様子。グ
ループワークやプレゼンテーションなど学生主体の授業を行い、留学先での授業に備える。

JICAエジプト事
務所のインター
ンシップでは、
日本式教育を導
入するプロジェ
クトを行う。

NPO団体「道普請人」のイン
ターンシップでは、ウガンダ
で道路整備を行う。

は
、
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
、
創
造

性
や
問
題
発
見
力
と
い
っ
た
多
様

な
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
力
を
育
む
た
め
に
、
全
学
生

必
修
の
授
業
と
し
て
『
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
』
を
開
講
し

て
い
ま
す
が
、
大
学
内
だ
け
の
学

び
で
は
、
自
身
が
手
が
け
る
製
品

に
つ
い
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
考
え
る
『
顧

客
視
点
』
を
身
に
つ
け
る
に
は
限

金沢工業金沢工業
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K
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技
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生
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教養学部4年

前田 紗希さん（右）

安
定
し
た
就
職
率
を
誇
り
、

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま

る
金
沢
工
業
大
学
。
同
大
学
で

は
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
高

度
に
連
携
し
た
就
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
コ
ー
オ
プ
教
育
」
を
２
０
２
０

年
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の

根
幹
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
自

ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
を
育
成

す
る
」
と
い
う
教
育
目
標
だ
。

「
優
れ
た
技
術
者
に
な
る
た
め
に

GYプログラム
担当教員

山田 真弓

副学長（国際・
グローバル教育担当）

市橋 秀夫

埼玉大学の協定校である海外大学へ留学に行く学生に向けたGYプログラム生専用の授業の様子。グ
ループワークやプレゼンテーションなど学生主体の授業を行い、留学先での授業に備える。

JICAエジプト事
務所のインター
ンシップでは、
日本式教育を導
入するプロジェ
クトを行う。

NPO団体「道普請人」のイン
ターンシップでは、ウガンダ
で道路整備を行う。

は
、
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
、
創
造

性
や
問
題
発
見
力
と
い
っ
た
多
様

な
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
力
を
育
む
た
め
に
、
全
学
生

必
修
の
授
業
と
し
て
『
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
』
を
開
講
し

て
い
ま
す
が
、
大
学
内
だ
け
の
学

び
で
は
、
自
身
が
手
が
け
る
製
品

に
つ
い
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
考
え
る
『
顧

客
視
点
』
を
身
に
つ
け
る
に
は
限

金沢工業金沢工業
大学大学

K
I
T
コ
ー
オ
プ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

就
業
を
通
じ
て
技
術
を
生
か
す「
顧

客
視
点
」を
身
に
つ
け
る

大学事務局
進路開発センター次長

二飯田 一貴

参加者
の声
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